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放射線は目に見えません。しかし正しく認識し、対処すること
で過剰な心配や、無用な被ばくを避けることができます。放射
能対策室では定期的に、この Q ＆ A を連載していきます。

放射線に関する Q ＆ A

Q　これから雪の降る季節となりますが、雪に触
れることにより被ばくすることはあるのでしょう
か。

Ａ　雪は空気中の微粒子を中心として、まわりの
水分が結晶化することで作られます。放射性物質
のついたちりやホコリも微粒子の一つですので、
雪の中に放射性物質が含まれることも理論的には
考えられます。
　しかしながら、現在では空気中の放射性物質は
あったとしてもごく微量しかありません。飛散し
た放射性物質のほとんどが地面に落下し、土と結
合しているためです。実際に原子力規制委員会が
県内で毎月実施している空気中の浮遊じん調査
（空気中の放射性物質の量を計測する検査）の結
果では、平成 25 年頃から検査のほとんどが不検
出※、本市も平成 25 年 8 月の検査以外で不検
出※です。
　この結果からも、雪に含まれる放射性物質はほ
とんど無く、雪が体につくことによる被ばくや、
雪遊びによって起こる被ばくを気にかける必要は
ありません。
　平成 25 年 8 月に本市で検出された放射性物質
の量はセシウム 134 が 0.00224 ベクレル /1 ㎥、
セシウム 137 が 0.00436 ベクレル /1 ㎥でした
が、この空気を例え 1 年間、ずっと外で吸い続
けたとしても、受ける内部被ばく量は約 2 マイ
クロシーベルト（空気中にある自然の放射性物質
から受ける内部被ばく量（年間で 1.26 ミリシー
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監修＝相馬市健康対策
専門部会委員、相馬中
央病院
 坪倉正治
作成＝放射能対策室

●問い合わせ先　放射能対策室　☎ 37-2270

出典：▽原子力規制委員会ホームページ「放射線モニタリング情報」
　　　▽原子力・エネルギー図面集 2013

ベルト（世界平均））の約 1000 分の 1）であり、
健康への影響を考えるレベルにありません。
　また、雪が積もれば地面が雪（水）で遮蔽され
るため、空間線量はさらに低くなります。福島第
一原発から飛散した放射性物質が空気中からすべ
て無くなったとは言い切れませんが、ほぼゼロと
考えて健康上に問題はありません。
　県内にはホームページに空間線量を公表してい
るスキー場もあります。被ばくを気にせずにス
キーなどのウィンタースポーツを楽しんでほしい
と思います。
※不検出：放射性物質濃度が測定機器で検出で
　　　　　きる最低（限界）値未満のこと
　　　　　浮遊じん調査の検出最低（限界）値は
　　　　　0.0002 ～ 0.0004 ベクレル /1 ㎥

図＝自然の放射線から受ける線量（1 人当たりの年
　　間線量（世界平均））


